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Abstract 
Since 1982 our Dep佐伯lentof Biology and Insectivorous Plant Society have continued biological studies 
on the habitat of Aldrovanda vesiculosa L. entrusted with School Board of Hanyu City， Saitama Prefecture. 
At present Hozoji Pond in Hanyu City is only habitat of A. vesiculosa in Japan， so that is designated to a 
National Natural Monument. The Pond Water shows low level of eu仕ophication，but any water plant grows 
in the pond which is eaten up by herbivorous animals， fishes， tadpoles and crayfishes， for example. Now A. 
vesiculosa are growing to propagation under the protection from herbivorous animals every summer. 


































1964年-1965年 1970年-1974年 1974年-1978年 1979年-1981年 1990年 2007年-2008年 2010年
全リン 0.18 -0.76 0.09 -0.33 0.19 -0.51 
リン酸イオン 0.001 -0.038 0.001 -0.027 0.001 -0.009 0.010 -0.070 0.004 -0.062 0.005 - 1.380 0.001 -0.490 
全窒素 0.88 -0.038 0.34 - 1.57 0.08 - 1.36 
アンモニア態窒素 0.04 -0.35 0.03 -0.55 0.06 -0.54 0.10 - 1.05 0.013 - 1.295 0.01 -2.23 0.10 - 1.45 
亙硝酸態窒素 0.001 -0.013 0.001 -0.004 0.001 -0.004 0.001 -0.029 0.001 -0.076 0.001 -0.040 
硝酸態窒素 0.04 -0.44 0.01 -0.26 0.2 -0.40 0.14 -0.93 0.10 -2.45 0.05 - 1.75 一『 同司 ー
全炭酸 38.06 -60.96 48.2 -65.6 
溶存酸素 2.92 - 1.08 3.50 - 10.10 2.80 -4.82 6.47 -8.45 1.8 -5.7 2.0 - 16.73 1.30 - 13.45 
硫化水素 0.18 -4.60 0.3 -4.7 1.8 -2.5 
硫酸イオン 33.4 -57.6 1.0 -43.5 17.0 -36.0 14.0 -50.0 0.12 - 18.18 0.9 -6.5 
F一一一一
塩素イオン 10.8 -38.5 22.0 -29.8 15.0 -29.8 2.68 - 39.93 20. -42.0 
鉄イオン 0.12 - 1.30 0.25 -0.50 0.20 - 1.62 
カルシウムイオン 21.6 -26.8 15.5 -28.2 12.60 -75.55 20.0 -78.0 
-一一一一一一一一ー一品ーマグネシウムイオン 7.6 -9.3 5. -8.4 0.65 -42.19 7.0 -18.0 
一一一一一ー一一一一一
ナトリウムイオン 8.90 -55.60 5.2 -32.0 
一一一曲ー一一一一ー一一一 ー一一山カリイオン 0.92 - 11.15 3.2 -8.4 
ケイ酸イオン 0.6 -8.0 
マンガンイオン 0.01 -0.28 0.01 - 1.04 0.3 -1.4 
ーーーー
亜鉛イオン 0.01 -0.02 0.01 -0.04 
銅イオン 0.00 -0.01 0.01 -0.05 
F 一一ー
臭素 0.05 -0.20 
一ー 』ー山ー
フッ素 0.055 -0.301 
一一ーー， 一-一 ーーーー
リチウム
pH 6.4 -7.0 6.7 -7.2 6.5 -7.4 
COD値 02ppm 4.9 -10.1 0.9 -2.5 4.5 -8.6 
クロロフィル量 13.6 -32.8 37.0 -48.2 36.4 -52.0 




















6.6 -7.1 6.3 -6.9 5.53 -7.60 5.92 -7.78 









ヨー ロツノミで、はポー ランド、の1ヶ所を残すのみとなった。 日









日本における最初のムジナモは、 1890年 5月 1 日牧野
富太郎によって江戸川畔の水溜りで、発見された。 そして、
羽生市宝蔵寺沼でのムジナモは、 1921年 9月中頃速水
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は60cm'"'" 90 cmと増加した。新設された第 10実験区でも
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図 3 Air temperature and Water temperaωre 
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PH 
凶4
PH， Station 4，5 













岩瀬プー ノレで、は、 2008年 10月にpH8.01と最高値が測
定されており、2006年4月、 2007年4月や2010年8月
でもpト17を僅か超えている。 しかし、多くの測定値はpH
6~ 7 の範囲内にあり、過去(例えば 1995 年~ 2000年)
に見られたような大きな変動幅はなくなった。
b.溶存酸素 (00) (図5)
St. 7 季節 ・水温 ・風波などで顕著に変化し易い要素ではある
・ーIwasePool 
2 I 
図4 PH of the Water 
(人工栽培の水槽で、は300Cを超える)。測定時刻にもよる
が、気温と水温との較差が大きい期間が目立つ。第 4実












が、 1 99 1 年~ 1995 年、 1996 年~ 2000年及び2001年



















岩瀬プー ノレで、は、 2008年 10月に測定された 11.99ppm 





















00， Station 4，5 
2006 
00， Station 7，10，lwase Pool 
2006 
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2007年 4月と 6月で 8.502ppm、2008年 8月で 9.5
02ppm、2009年4月で8.302Ppm、そして、 2010年 10
月には 1202Ppmと高値を示していた。
岩瀬プー ノレで、は、 2006年 6月に802ppmのやや高値
が得られているが、他は平常の範囲を示していた。
d . 栄養塩類(図7~ 10) 
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水では 1996 年~ 2000 年及び 2001 年~ 2005年と同様む
しろプール水よりも低値を示しているのが特徴的である(小
宮 ・柴田 2001、柴田 ・小宮 2007)。
3)硝酸態窒素(N03・N、図的も自生水域で、は l.5ppm 
以下の期間が長く、 199 1 年~ 1995 年、 1996 年~ 2000年









































































































区で 15台のフロー トに合計4，500本、 9月には20台に合





表 2 沼水等の水質分析表 (2006年)
2006年
試水





























































































































































































































































柴田・小宮 羽生市宝蔵寺沼ムジナモ自生水域における環境の変遷 (2006~2010) 及びムジナモ他水生植物の放流増殖実験 81 
表 3 沼水等の水質分析表 (2007年)
2007年
試7l<


























































































































































































































は主茎長 18.5cmで32輪、太さ 2cm、それに 2cm長で
4輪(太さ1.2cm)の分枝をつけたものも観察された(表
12-2)。ところが、 8月中旬には主茎長 10.5cm 20輪、太
さ1.4cm程に縮小した(表 12-3、図 11-C plant) 0 しか
し、 9月には主茎長 21.5cmで、43輪、 4cmで8輪と 2cmで、
3輪の2分枝を付ける最大株が見られるようになった(表
12-4、図 12-B plantL 10月下旬には、主茎長 3"-' 4.5cm 



















2008年 チッ索 リン COD値
誌水 pH DO NH4・N N02・N N03・N P04-P (02ppm) 
4月9日 Station 1 6.71 10.10 0.01 0.076 0.595 0.190 3.0 
Station 4 6.90 9.95 0.01 0.005 0.175 0.460 4.8 
Station 5 6.82 11.23 0.04 0.022 0.807 0.120 3.6 
Station 7 6.76 9.40 0.50 0.043 0.628 0.420 5.1 
Station 10 6.59 7.50 0.21 0.015 0.810 0.300 2.7 
井戸水 6.90 2.21 1.14 0.002 1.420 0.730 3.3 
岩瀬プール 6.24 6.70 0.60 0.003 0.026 0.420 4.2 
岩瀬井戸水 6.36 5.04 1.24 0.005 1.080 0.830 3.0 
6月 18日 S旬tion1 6.61 7.45 0.70 0.007 0.300 0.400 10.0 
Station 4 7.60 11.75 0.40 0.010 0.200 1.100 7.0 
Station 5 7.49 13.11 0.15 0.008 0.120 0.150 7.5 
Station 7 6.81 5.10 0.70 0.012 0.250 0.480 8.5 
Station 10 5.53 5.53 0.20 0.004 0.150 0.100 7.5 
井戸水 6.86 3.47 0.95 0.002 0.100 0.700 2.0 
岩瀬プール 6.29 6.04 0.32 0.004 0.120 1.300 3.5 
岩瀬井戸水 5.10 4.59 1.10 0.004 0.100 0.950 2.3 
8月13日 Station 1 6.78 8.03 0.45 0.015 0.200 1.380 12.5 
Station4 7.55 11.20 0.30 0.001 0.150 0.260 6.0 
Station 5 7.54 11.01 0.30 0.007 0.200 0.205 8.5 
Station 7 6.59 10.04 1.35 0.003 1.450 0.370 4.5 
Station 10 6.92 10.34 0.35 0.009 0.150 0.260 9.5 
井戸水 6.91 4.05 1.80 0.005 1.750 0.405 4.5 
岩瀬プール 6.53 4.73 1.75 0.002 1.850 0.820 5.0 
岩瀬井戸水 6.78 4.70 2.15 0.007 2.400 0.805 5.5 
10月 15日 Station 1 6.61 7.21 0.65 0.008 0.150 0.945 5.0 
Station 4 6.87 7.81 1.05 0.007 1.050 0.666 4.5 
Station 5 7.35 16.73 0.65 0.003 0.250 0.223 6.5 
Station 7 6.94 12.57 2.05 0.003 1.800 0.425 5.0 
Station 10 7.01 9.60 1.05 0.001 0.400 0.380 8.5 
井戸水 6.94 3.89 2.30 0.002 1.300 0.414 2.5 
岩瀬プール 8.01 11.99 0.85 0.001 0.200 0.156 6.5 




われているが、第4実験区と違って水路が南北方向に位置 け、 9月には約 3，000本に殖えた。 10月末には2台の大
するため、十分な光量が確保できるためかとも考えられる。 型水槽内のムジナモはなくなり、 9台のコンテナー水槽で
12月中旬には、全て茎葉は枯れて冬芽のみとなった。 合計約 3，500本が残ったが、 12月では3台にまとめられ
第 10実験区でのムジナモの生育は非常に不安定で、何 て300本を数えるのみとなった。





は7台で合計800本程に増殖し、そして、 8月中旬には9 べられた浴槽(写真7)5台の内 3台で越冬したムジナモ
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表 5 宝蔵寺沼の沼水等水質分析表 (2009年)
2009年
試71< pH DO 
4月8日 Station 1 6.75 3.25 
Station 4 7.06 3.70 
Station 5 7.36 4.36 
Station 7 7.19 3.91 
Station 10 7.21 3.71 
井戸水 6.90 2.91 
岩瀬プール 6.11 4.43 
岩瀬井戸水 6.32 1.75 
6月 17日 Station 1 6.13 2.41 
Station 4 5.82 4.69 
Station 5 6.56 4.54 
Station 7 6.21 2.36 
Station 10 5.96 2.46 
井戸水 5.99 2.39 
岩瀬プール 6.19 3.10 
岩瀬井戸水 5.19 2.33 
8月 10日 Station 1 6.10 1.19 
Station 4 6.90 2.21 
Station 5 6.60 2.71 
Station 7 6.31 2.15 
Station 10 6.33 2.23 
井戸水 6.52 2.65 
岩瀬プール 6.16 1.79 
岩瀬井戸水 6.42 1.85 
10月 17日 Station 1 6.42 1.88 
Station 4 6.81 2.76 
Station 5 6.66 4.38 
Station 7 6.53 3.22 
Station 10 6.98 4.66 
井戸水 6.60 1.46 
岩瀬プール 6.19 5.53 
岩瀬井戸水 6.65 1目06
270本ほどが元気に生育し、 7月には約 2，000本、 8月に
は2，500本余りに増殖した。そして、 9月には 2，000本ほ
どに、 10月末には 1，300本ほどに減少したものの、 11月
中旬まだ緑色部が多く残って生育を続けていたが、 12月
には 150本ほどが冬芽形成を完成していた。 2007年 1月
では冬芽 100本ほどが浮沈しているのを確認した。
5月にはムジナモの全長 9.5cmで 19輪、太さ1.2cmと
貧弱で、あったが、 7月には主茎長 16.5cmで 26輪、太さ 2
cmとなり、 8.5cmで 18輪と 2.5cmで 4輪を付ける2分枝を
出す最大株が観察され、生育良好で、あった。 8月には最
大株 17.0cmで、 30輪、太さ 2cmのものが観察された。 9月
でも主茎長 17.0cmで 25輪、 2.5cmで 4輪の l分枝を付
単位 mglL(=ppm) 
チツ素 リン COD 値
NH4-N N02-N NOトN P04-P (02ppm) 
0.05 0.001 。目05 0.480 2.1 
0.45 0.014 0.85 0.650 1.7 
0.50 0.023 。目90 0.320 3.9 
0.85 0.023 1.30 0.300 3.3 
0.10 0.008 。目45 0.100 8.3 
1.75 0.001 1.20 0.340 1.3 
0.10 0.012 0.20 0.230 5.3 
1.75 0.001 1.65 0.650 2.4 
0.60 0.004 0.15 0.060 8.0 
0.22 0.015 0.22 0.180 7.5 
0.15 0.002 0.09 0.060 7.5 
0.60 0.008 0.30 0.220 5.5 
0.30 0.003 0.10 0.050 7.0 
0.90 0.001 0.10 0.550 5.0 
0.60 0.005 0.05 1.100 7.5 
0.85 0.004 0.03 1.200 6.0 
0.25 0.011 0.20 0.195 8.5 
0.70 0.018 0.75 0.330 11.0 
0.30 0.016 0.25 0.110 7.5 
0.70 0.016 0.20 0.168 6目。
0.40 0.042 0.90 0.020 8目。
0.85 0.005 0.15 0.350 4.5 
1.10 0.030 1.70 0.525 5.5 
2.05 0.004 1.90 0.710 4.5 
0.27 0.032 0.40 0.022 7.5 
0.22 0.093 1.40 0.172 5.0 
0.15 0.030 0.50 0.065 8.5 
0.46 0.052 1.70 0.275 6.0 
0.15 0.027 0.20 0.001 7.0 
0.26 0.033 1.90 0.322 5.5 
0.28 0.068 0.50 0.115 4.0 
1.21 0.068 1.65 0.720 4.5 
ける最大株を見ることができた。 10月末では既に冬芽形成
を始めながら最大株 13.5cmで 21輪、 2.5cmで 4輪の l
分枝を付けるものも見られた。 11月中旬でも主茎長 9.0cm








ナモ 30本が放流されたが、 7月には消滅した。再び 8月
84 日本歯科大学紀要第 40巻
表 6 宝蔵寺沼の沼水等水質分析表 (2010年)
2010年
試水 pH DO 
4月7日 Station 1 6.61 3.37 
Station 4 6.80 2.11 
Station 5 7.09 3.49 
Station 7 7.19 3.12 
Station 10 6.55 6.32 
井戸水 6.24 2.18 
岩瀬プール 6.57 4.48 
岩瀬井戸水 6.33 2.33 
6月 19日 Station 1 6.77 1.30 
Station 4 7.30 6.35 
Station 5 7.29 4.59 
Station 7 6.20 1.91 
Station 10 6.93 3.13 
井戸水 6.36 0.68 
岩瀬プール 6.89 5.15 
岩瀬井戸水 6.98 1.46 
8月10日 Station 1 6.28 1.98 
Station 4 5.92 2.19 
Station 5 6.85 3.37 
Station 7 6.01 1.65 
Station 10 6.91 3.35 
井戸水 6.58 0.73 
岩瀬プール 7.07 4.24 
岩瀬井戸水 6.60 2.78 
10月 19日 Station 1 7.20 3.15 
Station 4 7.20 2.27 
Station 5 7.78 4.25 
Station 7 6.41 2.52 
Station 10 6.27 2.84 
井戸水 6.97 1.46 
岩瀬プール 6.55 6.22 
















NH4-N N02-N N03-N P04-P (02ppm) 
0.15 0.006 0.50 0.490 8.0 
0.95 0.015 1.70 0.270 7.5 
0.60 0.017 1.10 0.145 6.0 
1.40 0.016 1.75 0.295 5.5 
0.60 0.008 0.60 0.007 7.5 
1.80 0.006 1.90 0.335 5.0 
0.15 0.005 0.75 0.490 8.5 
l目85 0.001 2.05 0.520 7.5 
0.40 0.007 0.22 0.080 12.0 
0.20 0.010 0.20 0.420 1目。
0.40 0.005 0.22 0.100 8.0 
0.70 0.010 0.35 0.310 14.0 
0.40 0.005 0.22 0.040 9.0 
1.20 0.002 0.18 0.520 8.0 
0.18 0.008 0.25 0.160 7.0 
1.20 0.006 0.20 0.750 3.5 
0.70 0.002 0.65 0.090 13.0 
0.60 0.012 0.85 0.340 6.0 
。ー10 0.008 0.35 0.185 5.0 
1.30 0.001 1.45 0.375 6.0 
0.30 0.012 0.30 0.012 9.0 
1.65 0.006 1.50 0.420 4.5 
0.30 。目010 。目30 0.410 7.0 
1.65 0.001 1.75 0.480 5.0 
0.35 0.015 1.25 0.115 5.0 
0.90 0.010 0.70 0.250 5.5 
1.30 0.017 0.50 0.120 9.5 
1.45 0.001 1.65 0.363 4.5 
0.20 0.040 0.90 0.001 12.0 
1.70 0.001 1.90 0.443 5.0 
0.10 0.022 0.55 0.302 11.0 
1.55 0.001 1.85 0.490 5.0 
んとなった 8月以降の猛暑でもムジナモの生育は順調で
8月下旬には 1，400本、 9月下旬には 2，400本を数えるこ
とができ、 10月でも 2，300本(写真 3)、11月中旬ではフロー
ト18台にムジナモ合計約 2，200本が冬芽形成を完了して
いた。 12月には 6台のフロートにムジナモ 10'"'""30本を残
して全て回収され地上のクリアボックスに収容されて越冬準
備が整ったO 初めクリアボックス 5台に冬芽 1，500本ほどを
数えたが、 2008年 l月では約1，000本に減少した。




約 3，300本のムジナモが第 6'"'"第 8実験区に新設した大型
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表 7 ムジナモ等水生植物の放流増殖実験経過 (2006年)
2006年 3月29日 4月22日 5月 13日 6月 12日 7月22日 8月 12日
Station 4 ムジナモ 1600本 1800本 20本 300本 1740本 4500本
(小学校追加放流) (保存会追加放流)
9ヌキモ20本
ホテイアオイ 30株 150株 60株 (小)
コンテナー水槽 ムジナモ3000本 850本 2200本 300本 1000本 2200本
(]2台) (3台) (10台) (7台) (7台) (7台)
Station 5 ムジナモなし 60本 (枯死) なし 1860本追加放流 3500本
ホテイアオイ残骸多数 なし 80株 水面の 15%覆う
同
Station 7 ムジナモ 200本 220本
Station 10 ムジナモ1本 (自然越冬) 消失 70本 200本 80本
';lヌキモ20本 消滅
ホテイアオイ 40株 50株
岩瀬プール上段 ムジナモ 10本 30本 消滅
告ヌキモ 10本 数十本
足洗い池 (西) {可もなし うEヌキモ多数 多数
越冬池 何もなし ムジナモ 30本 消滅
ー併設の浴槽 (北) ムジナモ280本 200本 55本 130本 2000本 2500本
(3台) (3台) (2台) (3台) (3台) (3台)
2006年-2007年 8月 17日 9月5日 10月28日 1月 1日 12月 10日 加 7年 l月 19日
Station 4 ムジナモ 3500本 6000本 3000本 (冬芽) 2200本 クリアケースに回収
ヲヌキモ 消滅 (合計 5000本)
水面の ]()%覆う
ホテイアオイ3∞株(小) 水面の 10%覆う 60株 50株 消滅
サンショウモ 20%覆う 30%覆う 5%覆う 数十株残存
水面 10%覆う一コンテナー水槽 3000本 5000本 600本 500本 300本、冬芽 全て回収
(9台) (]O台) (9台) (9台) (3台)
ヲヌキモ l台
同
Station 5 ムジナモ4000本 4800本 3200本 1440本 150本 全て回収
ホテイアオイ 55%覆う l∞%覆う(やや小型) 100%覆う 95%覆う 95%覆う
水面 15%覆う
Station 7 ムジナモ 300本 260本 200本 100本 全て沈水
Station 10 ムジナモ 60本 50本 100本(追加放流) 20本(冬芽) 全て沈水
ホテイアオイ 50株 100株 100株
岩瀬プール上段 ムジナモなし
9ヌキモなし
足洗い池 (西) ヲヌキモ多数 全て消滅
越冬池 ムジナモ400本 消滅 {司もなし




























表 8 ムジナモ等水生植物の放流増殖実験経過 (2007年)
2007年 4月25日 5月9日 5月 19日 6月27日 7月21日 8月20日
Station 4 ムジナモ 2000本 1500本 150本 220本 850本 1400本
(クリアケース4台) うZヌキモ多数 (保存会追加放流)
ホテイアオイ十数株 200株 300株






ホテイアオイ 30株 50株 60株
岩瀬プー ル上段
岩瀬プー ル下段 ホテイアオイ 50株 60株 80株
足洗い池 (西) {可もなし
越冬池 何もなし ムジナモ20本 消滅
併設の浴槽 (北) ムジナモ 800本 650本 600本
(3台) (3台) (3台)
併設の浴槽(南)
2007年-2008年 9月 19日 10月 15日
Station 4 ムジナモ2400本 2300本
ホテイアオイ水面 10%覆う 300株(間引き除去)
コンテナー 水糟 ムジナモ2500本 1600本ー
Station 5 ムジナモなし
ホテイアオイ水面 85%覆う 水面の 85%覆う
Station 6 120本 120本
Station 7 ムジナモ30本 中見えず




岩瀬プー ル下段 ホテイアオイ水面 95%覆う ホテイアオイ水面 95%覆う. 
足洗い池 (西) ホテイアオイ 10株 30株
越冬池 何もなし







長 2.5~ 7.5 cmで、6~ 13輪、太さ l.1~ l.4 cmと短縮し
て黒化し、殆んどが消滅した。新しく追加放流されたムジ
ナモが6月末に8.5~ 15.0 cmで、 14~ 21輪、太さ1.3~ 
1.9 cmへと生育し、 7月下旬には最長20.0cmで、28輪、太
さ2.0cmのものも観察された。また、分枝を出す個体も多
数みられた(表 13-3)08月には主茎長 8.0~ 16.5 CDlで
水面の 15%覆う 水面の 15%覆う 水面の 15%覆う
200本 1600本 1500本
300株 水面の 20%覆う 水面の 85%覆う
50本(大型フロー ト) 110本
ムジナモ 50本 20本
" ムジナモ 120本 80本 消滅
水面の 10%覆う 数十株(小) 水面の 80%覆う
キクモ群塊 l
ムジナモ30本 消滅
水面の 15%覆う 10%覆う，多量を排除 水面の 60%覆う
500本 700本 1050本
(3台) (3台) (3台)










一 ー 一ー -100株 150株 全て枯死
1250本(3台) 1200本(3台)、冬芽 500本 (3台)、沈水
19 ~ 27輪とやや小振りとなったが、元気に生育を続けて
いる(表 13-4、図 13-8plant)o 9月には主茎長 19.0CDl 







れたクリアボックス 4 台に 3~ 5 cmに伸びたムジナモ約 2 ，000
本が収容されたままで、あった。5月初めにコンテナー水槽
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ムジナモ 30本 (1台) 30本 40本 70本
越冬池 何もなし ムジナモ 30本
併設の浴槽 (北) ムジナモ 750本(5台 100本 (5台)
併設の浴槽 (南) ムジナモ40本 40本
30本 30本 消滅
150本 (3台 630本 (5台 1600本 (4台)
30本 10本 70本
2008年-2009年 9月 12日 10月 15日
Station 4 ムジナモ 6000本 2600本
フサ9ヌキモ(1台) 十数本




Station 10 ムジナモ 10本 集中豪雨で流出






300本 (冬芽 35本 全て回収
2本 消滅
ホテイアオイ5株 10株









併設の浴槽 (北) ムジナモ 1300本 (5台)






各 20'" 30本に殖えたが、6月では4台に 200本ずつが
残り他は消滅した。しかし、 7月には再び 10台に 100'" 
200本のムジナモが元気に生育し(写真 6)、8月でも 10
台に80'" 200本のムジナモが生育良好で、あった。9月下
旬には 10台に 100'" 200本のムジナモが元気に生育を
続けていた。7月では最長株が 12.5C1Iで 18輪、幅1.8
C1Iで、8月になると 14.0C1Iで、22輪の最長株が観察された。









みムジナモ30本ほどを試験放流したが、 8'" 14 C1I長で、黒
変部が多く、たちまち半減し、 8月には全て消滅した。
プーノレ北側に並べられた浴槽 5台の内 3台で越冬したム
ジナモ800本ほどが元気に生育し、 4月で既に4'" 8 C1I
に伸び分枝を出す個体も見られた。5月には3台で650
本とやや減少したが、 6'"8.5 C11Iと伸長した。6月には500




表 10 ムジナモ等水生植物の放流増殖実験経過 (2009年)
2009年 4月8日 5月 16日 6月 17日 7月 18日 8月 10日
Station 4 ムジナモ6本 (1台) 消滅 100本 670本 700本
400本三田ヶ谷小放流
ヲヌキモ2種 ホテイアオイ数株 (1台) 数十株





岩瀬プール上段 ムジナモなし 100本放流 20本 10本
岩瀬プール下段 何もなし
足洗い池 (西) 何もなし
趨冬池 何もなし ムジナモ300本 600本 1000本 1500本
国 ー -併設の浴槽 (北) ムジナモ2200本 (4台) 6600本 (5台) 1510本 (6台) 2000本 (8台) 2380本 (8台)
併設の;谷糟(南) ムジナモなし ムジナモ 30本 200本 200本 消滅
2009年-2010年 9月 12日 10月 17日
Station 4 ムジナモ 1300本 500本
フサヲヌキモ(1台) 十数本
ホテイアオイ 100株 60株










併設の浴槽 (北) ムジナモ 4000本 (5台) 3520本 (7台)
併設の浴中曹(南) ムジナモなし
は し000本ほどが数えられ、最長株は 23.5cmで、 34輸を
つける大きさとなった。10月には 1，250本ほどに殖えたが、






























最長個体は 14.5cmで21輪で、あった(表 14-4、図 15-8
plant)o 9月には約 6，000本に殖え、再度伸長して主茎
長 23.0cmで34輪、 3cm長の 1分枝を付ける最長個体が
観察された (表 14-5、図 16-8plant) 0 10月には主茎長
11.0cm程度、さらに 11月には 4.5--9.0cmと短縮したが、
なお生育を続けており冬芽形成が遅れている(数年前まで
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表 1 ムジナモ等水生植物の放流増殖実験経過 (2010年)
2010年 4月7日 5月 10日 6月 19日 7月 17日 8月 12日
Station 4 何もなし ムジナモ40本(フロート3台) 710本(7台) 1400本
6/25、350本三回ケ谷小放流
ヲヌキモ2種 ホテイアオイ数株 (1台)
コンテナー水糟10台 ムジナモ40本 80本 65本 600本 1200本
(2台) (5台) (3台) (4台) (10台)
l台lこ告ヌキモ 51ヌキモ多数 多数
越冬用池
Station 5 何もなし ヲヌキモ多数放流
Station 6 ムジナモなし
Station 7 ムジナモなし. -一一 珊」→一一一一'・..司-聞匹守且~~・・・・』・"________-O-J閏田町.同国・.~-圃F司~・._-~・・・・・・~周町一周'軍事司・田圃明司





越冬池 何もなし ムジナモ 1200本 600本 500本 800本
併設の浴槽(北) ムジナモ 1060本 1000本 500本 750本 850本
(5台) (5台) (1台) (5台) (5台)
聞
併設の浴漕 (南) ムジナモなし ムジナモ300本 600本 650本 1000本
(4台) (2台) (3台) (3台)
2010年 9月 14日 10月 19日 1月 16日 12月9日
Station 4 ムジナモ 1800本 (7台) 400本 (7台) 300本(7台、冬芽) 300本(4台)冬芽沈水
ホテイアオイ 150株(小) 500株(小) 1000株 50株
官副 『圃圃圃圃圃圃噌圃 官聞
コンテナー水繍10台 ムジナモ 1600本 (10台) 2000本(10台) 500本(10台) 500本 (10台)
その他 ムジナモ 1300本 640本 250本(4台) 200本(3台)
越冬用j也 ムジナモ300本(3台) 200本(3台) 250本 (5台) 200本 (5台)












































第 10実験区でも 5月中旬、試験的にフロート 1台の中
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表 12 ムジナモの生育比較 (2006年、第4実験区)
1) 2006年6月12日 6) 2006年 1月1 日
葉輪平均節間長 備考 葉輸平均節間長 備考
(cm) (cm) (cm) (cm) 
A plant 8.5cm 20輪幅1.3cm 2.3 0.42 A plant 3.0cm 5輸幅 1.5cm 1.6 0.6 捕虫器不完全
2.0cm 3輪幅 1.0cm 8 plant 4.5cm 9輪幅1.7cm 2 0.5 捕虫器不完全
8 plant 6.5cm 18輪幅1.1cm 2.7 0.36 C plant 3.0cm 5輪幅 1目4cm 1.6 0.6 
D plant 4.5cm B輪幅1.2cm 1.7 0.56 
2) 2006年 7月22日 E plant 2.5cm 4輸幅 1.7cm 1.6 0.62 
葉輸平均節関長 備考
(cm) (cm) 
A plant 13.0cm 20輪幅2.0cm 1.5 0.65 
自plant 10.5cm 18輪幅 1.6cm 1.7 0.58 
1.5cm 3輪幅0.9cm
C plant 18.5cm 32輪幅 2.0cm 1.7 0.57 末端細い
2.0cm 4輪幅 1.2cm Aplant 
D plant 12.5cm 24輪幅 1.8cm 1.9 0.52 
1.5cm 3輪幅1.1cm
E plant 9.5cm 19輪幅1.5cm 2 0.5 
1.5cm 3輪幅1.1cm
3) 2006年 8月17日(図 11)
葉輸平均節問長 備考
(cm) (cm) 
A plant 8.0cm 19輪幅 1.5cm 2.3 0.42 捕虫器小
8 plant 9.5cm 19輪幅 1.4cm 2 0.5 
C plant 10.5cm 20輪幅1.4cm 1.9 0.52 
D plant 8.5cm 19輸幅 1.5cm 2.2 0.44 
Cplant 




A plant 16.5cm 25輪幅 1.8cm 1.5 0.66 
11.0cm 17輸幅 1.6cm '川白幡曹富山1-"<欄E担l¥'W" D plant 
4.5cm 10輪幅1.1cm
8 plant 21.5cm 43輪幅 2.0cm 2 0.5 
4.0cm 8輪幅1.1cm
2.0cm 3輪幅1.1cm 5cm 




D plant 13.5cm 22輪幅1.6cm 1.6 0.61 
E plant 
1.8cm 2輪幅0.8cm 図 11 第4実験区で生育したムジナモ，
E plant 10.5cm 26輸幅 1.5cm 2.4 0.4 捕虫器不完全
2006年 8月 17日(表 12-3)
F plant 7.5cm 16輪幅 1.3cm 2.1 0.46 
5) 2006年 10月初日 にムジナモ30本ほどが放流された。6月元気に生育を続け、
葉輪平均節問長 備考 フロート外に出された数本も元気に生育していた。 7月に
(cm) (cm) 
A plant 4.0cm 9輪幅1.0cm 2.2 0.44 捕虫器不完全
主茎 12cmで 18輪、 2.5cmで3輪の 1分枝を出す個体が
8 plant 4.5cm 10輪幅1.7cm 2.2 0.45 捕虫器不完全 観察された。 8月には水路で 70本ほどに殖えたが、 9月
C plant 3.5cm 8輸幅1.6cm 2.2 0.43 捕虫器不完全 には 10本程に減少し、月末の集中豪雨による冠水で流出
D plant 4.0cm 9輪幅 1.5cm 2.2 0.44 捕虫器不完全 し全滅した。
E plant 3.0cm 7輸幅 1.4cm 2.3 0.42 捕虫器不完全
第4実験区のフェンス内側に並べられたコンテナー水槽
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A plant 













真 7)の内 5台で越冬したムジナモ 700本ほどが元気に生
育し、 4月で既に 4.3~ 5.3 cmに伸ひ、分枝を出す個体も多
く見られた。5月には 1，000本を数える程に殖え、主茎が
4.5 ~ 7.5cmと生長した。ところが 6月には、 300本ほどに
激減した。7月には 630本ほどに回復し、主茎 20.5cmで
8.5cmと4.5cmの2分枝を付ける最長株すら観察された。8
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表 13 ムジナモの生育比較 (2007年、第4実験区)
1) 2007年 5月 19日 7)2007年 1 月 14日
葉輪平均節間長 備考 葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) (cm) (cm) 
A plant 2.5cm 6輪幅 1.lcm 2.4 0.41 黒変、捕虫器なし A plant 4.5cm 9輪幅 1.3cm 2 0.5 冬芽完成
B plant 4.0cm 8輪幅 1.lcm 2 0.5 黒変、十甫虫器なし B plant 6.0cm 12輪幅 1.6cm 2 0.5 捕虫器不完全
C plant 4.5cm 12輪幅 1.3cm 2.66 0.37 黒変、捕虫器なし C plant 3.0cm 8輪幅 1.5cm 2.6 0.37 
D plant 2.5cm 7輪幅 1.lcm 2.8 0.35 黒変、捕虫器なし D plant 4.0cm 9輪幅 1.5cm 2.25 0.44 
1.5cm 3輪幅 0.7cm
E plant 2.5cm 6輪幅 l.4cm 2.4 0.41 
E plant 7.5cm 13輪幅 l.4cm 1.73 0.57 
(追加放流)
F plant 4.5cm 9輪幅 1.3cm 2 0.5 
(追加放流)
2) 2007年 6月27日 Aplant 
葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) 
A plant 12.5cm 17輪幅 1.8cm 1.36 0.73 
B plant 15.0cm 21輸幅 1.9cm 1.4 0.71 






A plant 20.0cm 28輪幅 2.0cm 1.4 0.71 
B plant 13.5cm 22輪幅 1.8cm 1.62 0.61 
4.0cm 7輪幅 1.lcm




A plant 7.5cm 16輪幅 1.2cm 2.13 0.46 捕虫器不完全
B plant 15.0cm 28輸幅 2.0cm 1.86 0.53 
C plant 1.5cm 21輪幅 1.7cm 1.82 0.54 捕虫器小




A plant 14.0cm 23輪幅 1.9cm 1.64 0.6 5cm 
B plant 19.0cm 31輸幅 2.0cm 1.63 0.61 
2.0cm 3輪幅 1.5cm
図 13 第4実験区で生育したムジナモ，
C plant 13.0cm 27輪幅 1.8cm 2.07 0.48 '後尾 2/3細い 2007年8月 20日(表 13-4)
2.0cm 4輪幅 1.0cm
D plant 14.0cm 23輸幅 1.9cm 1.64 0.6 え込まれていた。
6) 2007年 10月 15日 d. 2009年(表 10、15)
葉輪平均節関長 備考 2008年 12月第4実験区にて越冬準備が整ったムジナモ
(cm) (cm) 
A plant 13.5cm 19輪幅 1.8cm 1.4 0.71 約 4，000本を確認したが、 4月には 40本ほどを残してほ
2.0cm 2輪幅 1.0cm ぼ全滅した。6月に第4実験区に浮かべたフロート6台に
B plant 1.5cm 17輪幅 1.7cm 1.47 0.67 
100本ほどのムジナモが放流され、 6月 29日=田ケ谷小2.0cm 3輪幅 1.0cm
C palnt 12.5cm 19輪幅 1.7cm 1.52 0.65 学校により 400本のムジナモが追加放流されて、7月には
2.0cm 3輪幅 1.0cm
D plant 14.5cm 24輪幅 1.8cm 1.65 0.6 
フロー ト11台に 700本近く、8月には約 1，200本に殖えた
2.5cm 3輪幅 1.2cm が、9月には 1，000本とやや減少した。10月には 12台の
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Aplant 
C 1I1aI¥t 
制蜘雌鱒制勝勝 D p'lant 
5c皿

















6.5 cmの1分枝もつ最長株(表 15-4、図 17-8plant)が、

















5月中旬にはコンテナー水槽4台にムジナモが 50~ 200 
本、大型コンテナー水槽2台に 120本のムジナモが追加
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表 14-1 ムジナモの生育比較 (2008年、第 4実験区)
1) 2008年 5月 17日 3)2008年 7月 10日
葉輪平均節問長 備考
(cm) (cm) 
A plant 13.5cm 20輪幅 2.0cm 1.48 0.67 
2.5cm 3輪幅 1.2cm
B plant 8.2cm 13輪幅 2.0cm 1.58 0.63 
2) 2008年 6月 18日
葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) 
A plant 10.5cm 13輪幅 1.8cm 1.23 0.8 








2008年 8月 13日(表 14-4)
放流された。6月ではコンテナー水槽4台に 10"-' 40本
ずっと減少したが、 7月には再び4台に 40"-' 1 00本と殖







A plant 17.5cm 23輪幅 2.0cm 1.31 0.76 
B plant 16.5cm 22輪幅 2.0cm 1.33 0.75 
2.0cm 3輪幅 1.1cm
4) 2008年 8月 13日(図 15)
葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) 
A plant 13.5cm 17輪幅 1.6cm 1.25 0.79 
2.0cm 2輸幅 1.3cm
B plant 14.5cm 21輸幅 1.8cm 0.13 0.69 
C plant 9.0cm 14輪幅 1.5cm 1.55 0.64 
o plant 8.5cm 15輪幅 1.3cm 1.76 0.56 
大型コンテナー水槽のムジナモの消長は著しく、 7月に
は一度全滅したが、 8月には l台 80本と殖え、 9月には









ナモ 100本が放流され、 8月に 10本の生育を確認したが、
9月には消滅した。
プール北側に並べられた浴槽 7台(写真 7)の内 4台
で越冬したムジナモ 300"-' 800本ほどが元気に生育し、 4
月で既に 3"-' 4 cmに伸び分校を出す個体も見られた。5










フ。ー ル南側に並べられている 5台の浴槽の内 l台に 5
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表 14-2 ムジナモの生育比較 (2008年、第 4実験区)
5) 2008年9月 12日(図1 66)2008年10月 15日
葉輪平均節問長 備考
(やcm) やC引mη
A plant 1印6.5恥cm 2幻7輪幅 1.8cm 1.63 0.61 
2.5cm 3輪幅 1.0cm
B plant 23.0cm 34輪幅 2.0cm 1.7 0.67 
3.0cm 5輪幅 1.1cm
C plant 18.5cm 27輪幅 2.0cm 1.45 0.68 
2.5cm 4輪幅 1.3cm
図 16 第4実験区で生育したムジナモ，
2008年 9月 12日(表 14-5)









A plant 9.5cm 17輪幅 1.8cm 1.78 0.55 先端細まり
捕虫器不完全
B plant 11.0cm 18輪幅 1.8cm 1.63 0.61 
C plant 10.5cm 15輪幅 1.7cm 1.42 0.7 




A plant 9.0cm 12輪幅 1.8cm 1.33 0.75 冬芽 2分
B plant 6.5cm 10輪幅 1.6cm 1.53 0.65 全体緑色
C plant 8.0cm 13輪幅 1.8cm 1.62 0.61 









表 15-1 ムジナモの生育比較 (2009年、第4実験区)
1) 2009年 5月 16日 4) 2009年 8月 10日(図17)
葉輪平均節問長 備考 葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) (cm) (cm) 
A plant 10.0cm 14輪幅 1.9cm 1.4 0.71 A plant 20.5cm 28輪幅 2.2cm 1.36 0.73 
B plant 7.5cm 10輪幅 1.7cm 1.33 0.75 9.0cm 1輪幅 1.6cm
1.5cm 2輪幅 1.2cm
B plant 27.5cm 31輪幅 2.0cm 1.12 0.88 
2) 2009年 6月 17日 6.5cm 7輪幅 1.0cm
葉輪平均節問長 備考 C plant 15.0cm 22輪幅 1.6cm 1.46 0.68 
(cm) (cm) 
4.5cm 6輪幅 1.0cm
A plant 17.5cm 23輪幅 2.0cm 1.31 0.76 後尾細まる D plant 19.5cm 25輪幅 1.9cm 1.28 0.78 
1.5cm 2輪幅 0.8cm
1.5cm 2輪幅 1.0cm
B plant 10.0cm 15輪幅 1.6cm 1.5 0.66 後尾細まる E plant 15.0cm 20輪幅 1.7cm 1.33 0.75 
C plant 5.5cm 8輪幅 1.5cm 1.45 0.68 3.5cm 5輪幅 1.0cm
1.5cm 2輪幅0.9cm
3) 2009年 7月 18日
1.0cm 2輪幅0.8cm
葉輪平均節間長 備考
F plant 12.5cm 20輸幅 1.8cm 1.6 0.62 
(cm) (cm) 3.0cm 3輸幅 1.0cm
A plant 16.5cm 22輪幅 1.6cm 1.33 0.75 
5.0cm 7輪幅 1.0cm 補虫器極小
B plant 16.0cm 19輪幅 1.8cm 1.18 0.84 




柴田 ・小宮 羽生市宝蔵寺沼ムジナモ自生水域における環境の変選 (2006~2010) 及びム ジナモ他水生植物の放流増殖実験 97 
表 15-2 ムジナモの生育比較 (2009年、第 4実験区)
5) 2009年 9月12日(図 18) 6) 2009年 10月 17日
業輸平均節関長 備考
(cm) (cm) 







B plant 16.0cm 27輪幅 1.8cm 1.68 0.59 
C plant 15.0cm 22輪幅 1.9cm 1.46 0.68 
3.0cm 3輪幅 1.0cm
D plant 9.5cm 13輪幅 1.8cm 1.36 0.73 
3.5cm 6輪幅 1.2cm
E plant 21.5cm 25輪幅 1.8cm 1.16 0.86 
3.5cm 3輪幅 1.0cm














A plant 10.5cm 16輸幅 1.8cm 1.52 0.65 
B plant 14.0cm 19輸幅 1.8cm 1.35 0.73 
C plant 16.0cm 22輸幅 1.8cm 1.37 0.72 後尾細い
D plant 9.5cm 1輸幅 1.6cm 1.15 0.86 
7) 2009年 1月 17日
葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) 
A plant 8.0cm 13輪幅 2.0cm 1.62 0.61 
B plant 7.5cm 13輪幅1.7cm 1.73 0.57 
C plant 5.5cm 9輪幅 1.5cm 1.63 0.61 
図 18 第4実験区で生育したムジナモ，











表 16 ムジナモの生育比較 (2010年、第4実験区)
1) 2010年 6月 19日 4)2010年 9月 14日(図 20)
葉輪平均節関長 備考 葉輪平均節間長 備考
(cm) (cm) (cm) (cm) 
A plant 9.5cm 13輪幅 1.6cm 1.36 0.73 A plant 12.0cm 16輪幅 1.7cm 1.33 0.75 
B plant 16.5cm 17輪幅 1.8cm 1.03 0.97 B plant 14.5cm 19輪幅 1.9cm 1.31 0.76 
1.5cm 1輪幅 0.5cm C plant B.5cm 17輸幅 1.6cm 2 0.5 
2) 2010年 7月 17日
主主輪平均節間長 備考 5) 2010年 10月 19日
(cm) (cm) 葉輪平均節間長 備考
A plant 9.5cm 15輪幅1.7cm 1.57 0.63 (cm) (cm) 
3.5cm 5輪幅 1.2cm A plant 9.0cm 16輪幅 1.6cm 1.77 0.56 捕虫嚢不完全
B plant 1.5cm 17輪幅 1.8cm 1.47 0.67 B plant 8.0cm 12輪幅 1.8cm 1.5 0.66 捕虫嚢不完全
3.0cm 5輪幅 1.2cm 1.5cm 9輪幅 0.7cm
C plant 10.5cm 18輪幅 1.9cm 1.71 0.58 後半葉輪が密生 C plant 4.5cm 9輪幅 1.0cm 2 0.5 補虫嚢不完全
4.5cm 7輪幅 1.2cm
3) 2010年 8月 12日(図 19) 6) 2010年 11月 16日
葉輪平均節間長 備考 菜輪平均節間長 備考
(cm) (cm) (cm) (cm) 
A plant 19.5cm 31輸幅 1.8cm 1.58 0.62 前半分細長い A plant 3.5cm 5輪幅 2.0cm 1.42 0.7 
2.0cm 2輪幅 1.2cm B plant 3.5cm 5輪幅 1.3cm 1.42 0.7 
B plant 17.0cm 29輪幅 1.6cm 1.7 0.58 前半分細長い C plant 7.0cm 10輪幅 1.7cm 1.42 0.7 
1.5cm 2輪幅0.9cm





図 19 第 4実験区で生育したムジナモ， 2010年 8月 12日(表 16-3)













は主茎 27.5cmの最大株)、 9月には 14.5cmで 19輪(表





































本と 300本と殖えて開花中であった。 8月には3台に 380
本と減少したが、 9月には3台で約1，300本と再び増殖し
た。そしてまた 10月には 640本に減少し、 11月には250







ジナモ 100"-' 400本ほどが元気に生育し、 5月で既に8.5
cmlこ伸びた個体も見られ、合計約 1，000本と増殖したが、
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